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特集●衛生行政を担う人材─獣医師・薬剤師
明治からの衛生行政における専門技術職員の位置づけ 立命館大学先端総合学術研究科 横田 陽子
衛生行政に関わる獣医師の卒前・卒後教育の現状と課題

東京大学大学院農学生命科学研究科獣医学専攻実験動物学 吉川 泰弘
衛生行政領域に関わる獣医師の役割と課題─職能団体から 日本獣医師会理事 森田 邦雄・他
公衆衛生や健康領域に求められる薬剤師の専門職教育─その現状と将来展望

大阪大学大学院薬学研究科・生命情報環境科学専攻 高木 達也・他
地域保健及び地域医療における薬剤師に期待される役割─その現状と課題 日本薬剤師会長 児玉 孝
医薬品の監視・取り締まりに関わる厚生労働技官の現状 公益財団法人先端医療振興財団クラスター推進センター 國枝 卓
兵庫県の衛生行政領域における獣医師・薬剤師の現状と専門性確保の課題

兵庫県健康福祉部生活消費局生活衛生課 村上 和典・他
食品安全行政に関わる専門職の配置の現状─自治体調査から 京都大学大学院農学研究科 新山 陽子
●視点
公衆衛生の期待 順天堂大学 佐瀬 一洋
●トピック
新型インフルエンザ等の対策特別措置 内閣官房新型インフルエンザ対策室 一之瀬 篤
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保健所長をしていた頃，管内市町村の「健康まつり」
の式典では，多回数献血者の表彰が恒例でした．献血
100 回(金色有功章)の受賞者が紹介されると，驚きと賞
賛の気持ちの混じったどよめきが会場にこだましたことを思
い出します．来賓祝辞の中で「人間の血液量は体重の約
12 分の 1なので，体重 60 kgの人では約 5リットル．400
ml 献血を100 回すると合計 40リットルになりますので，受
賞者の方はご自分の血液量の 8 倍に相当する量を献血し
ていただいた……」という話をすると，再度のどよめきと拍
手が起きたものでした．
このように献血は，公衆衛生従事者はもちろん住民にも
身近な事業ですが，血液事業全体にわたる知識レベルや
関心が高いか，と聞かれると，私自身の知識をみても疑
問を感じるところです．血液内科や輸血療法を専門とする

医療関係者以外は，最新の血液事業の課題に関する理
解が不十分のように思われます．たとえば，血液製剤の適
正使用に関する課題の 1つとして，同製剤の廃棄率の病
院間格差が指摘されています．廃棄率の高い病院では，
医師などが適切な輸血療法に関する最新の知識を学んで
いないために必要以上に血液製剤を発注し，在庫のまま
有効期限切れが多くなったと推定される事例が目立ちます．
振り返れば本誌では，血液事業をテーマとした特集が
久しく組まれていませんでした．本号を通じて，血液事業
の歴史を回顧しつつ，最新の献血や輸血療法などを取り
巻く課題，造血幹細胞移植の進歩や iPS 細胞を用いた血
液製剤の開発などの最新情報に触れていただけたら幸い
です． (阿彦忠之)
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